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公益財団法人交通文化振興財団 

 

令和７年度事業計画書 

 

令和７年度は、４月～１０月に大阪・関西万博が開催される「万博イヤー」となる。この

大阪・関西に世界中からの注目が集まる年に、当財団においてもより一層の交通文化の振興

を図るべく各所にて取り組みを進めていく。 

京都鉄道博物館では、英国国立鉄道博物館との姉妹提携が２５周年を迎える記念の年とな

ることから世界と日本の鉄道を紹介する企画展や万博にちなんだ企画展を計画するほか、持

続可能な博物館運営を実現するため、効果的な運営体制の維持や強みを意識した企画を関係

各所と連携・協力して実施し、より多くお客様に満足していただくための取組みを行う。 

交通資料調査センターにおいては、交通に関わる歴史資料及び文化遺産の収集・保存や調

査、デジタルアーカイブの運営やセミナー活動を通じてひろく交通文化の振興を図る。また、

システムやデータのメンテナンスの実施や外部の団体・機関との協力や相互連携を推進する

ことにより、センターを拠点とした自主事業のより一層の充実を図る。 

 

Ⅰ 博物館の運営等を通じた交通文化の振興に関する事項 

 

 １ 京都鉄道博物館の運営 

開館９年目を迎え、博物館としてのありたい姿をあらためて見つめなおし、より安定し

た博物館運営の継続を図り、関係各所との良好な関係を維持し、京都鉄道博物館ならで

はの価値の提供として企画展やイベント、常設展示を通じた学びなどを提供していく。

春には大阪・関西万博にあわせて「万博と交通」をテーマにした企画展を開催し、秋に

は英国国立鉄道博物館との姉妹提携 25 周年と鉄道誕生 200 年となることから「世界と

日本の鉄道」を紹介する企画展を計画すると共に、英国で誕生した作品「きかんしゃト

ーマス」をテーマにしたイベントを計画する。また職員の専門性向上のための取り組み

も継続し、観光や生涯学習のニーズに合わせたガイドツアーや講座、SDGs プログラム

の実施、周辺施設との特別プラン造成等、「地域と歩む鉄道文化拠点」として様々な学

びや楽しみの集う場を提供するための活動を継続する。また、全ての人が利用しやすい

博物館となるよう取り組みを進める。 

（１）運営継続のための重点取り組み 

  ア 日常メンテナンスを着実に実施するとともに、リスクマネジメントの観点から各

種マニュアルの更新や訓練による習熟等を行い、入館者及び博物館スタッフが「安

心して過ごせる博物館」を目指す。 

  イ 持続可能で適切な運営体制維持の取組みとして、専門性や独自性を活かした「当

館ならでは」の高付加価値サービスを提供するとともに、企画展やイベントと連

携した各種施策を展開する。 

  ウ 関係者の連携強化とアイデアの具現化を推進し、ＣＳ・ＥＳを実現する。 
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  エ アンケートやお客様の声等によりお客様ニーズを把握するとともに、運営計画の

達成状況を確認・評価することで、運営計画や予算執行の見直しを行い、適切な

博物館活動を行う。 

  オ 博物館職員の専門性や優位性をより向上させるため、外部研修、先進事例の視察

等による知識・能力の向上に取り組む。また、来館者に対しては研究成果等を活

用した学びの場を提供する。 

 

（２）常設展示・教育普及活動 

  ア 展示場ならびに展示資料・装置・設備等については、使用環境・利用状況を考慮

し、最も適切な頻度等による点検を実施する。 

  イ 資料の劣化防止などの必要性や展示内容の見直しに応じて、常設展示の更新・入

替えなどを行うとともに、解説パネル等の情報更新を行う。 

  ウ 博物館の資源である展示品の魅力を高めるため、展示品・車両を活用したワーク

ショップや大人向けの学び講座等、ターゲットを意識した教育普及活動を行う。 

  エ 学校向けの SDGs等の学習プログラムの提供、大学授業への参画、博物館実習や職

場体験学習等の受け入れなど、博学連携の取り組みを継続する。 

  オ 鉄道会社と協力し、企画展やイベントと連動した実物車両の特別展示や「鉄道お

しごと体験」など、当館ならではの展示・教育普及体験を提供する。 

 

 （３）催物・イベント等 

  ア 外部との連携や周年に合わせた企画展を年度内に２回程度実施する。企画展に合

わせた講演会等を行うほか、図録を製作し、より深い学びの機会提供に努める。 

イ 集客を目的とし、ターゲットに合わせたイベントを春休み・夏休み等の多客期を

中心に開催する。外部コンテンツとの連携のほか、様々な鉄道会社等との連携・

協力により、鉄道会社等の持つリソースを積極的に活用する。またイベントと連

動した企画を設定するなど、博物館の魅力を高め、盛り上げを図る。 

ウ 博物館施設全体を商品資源として捉え、特別感を演出・提供する取り組みや観光

ニーズに則したプランを提供することで、施設時間外利用を促進する。 

 

 （４）広報宣伝 

ア 企画・イベント等に合わせ最大効果を意識した戦略的な広報宣伝活動を行う。 

イ  ＪＲ媒体や京都商工会議所等の地域連携団体、マスコミ等への情報提供を積極的

に行い、またイベントに合わせた告知先を開拓する等、幅広い情報発信に努める。 

ウ ホームページ、Facebook や LINE 等ＳＮＳを活用したタイムリーな情報発信に努

めるとともに、ホームページのリニューアルを計画する。 

エ LINE公式アカウント会員限定企画等を実施し、リピート来館を促進する。 

 

（５）資料の収集保存・調査 

ア 資料収集基準及び収集保存計画に則り、鉄道史や文化を語る上で重要な資料や、

機器・用具・設備等、鉄道技術開発史上重要な資料、また鉄道知識の普及に役立

つ資料を中心に収集・購入または必要に応じた調査・記録を行う。 

イ 収集した資料を整理分類するとともに、資料の性質にあわせて劣化を最小限に留
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める処理を行う。また、資料のデジタル化を進め、資料の保存と活用を両立させ

る。 

ウ 収蔵資料等の詳細調査を行い、企画展、収蔵資料展や「学び講座」等へのフィー

ドバックを行うことで研究成果を広く公表する。 

エ レファレンス能力の向上に努め、専門家や一般の方の調査研究へ円滑な協力を行

うことで生涯学習機関としての役割を担う。 

オ 災害等による資料の毀損や劣化に備えるため１点毎の資料情報の更新を行う。併

せて、虫菌害リスクに備えた施設管理を実施し、良質な保存環境を維持する。 

  カ 鉄道文化の醸成を進めるため、国内外の博物館等との連携を検討実施するととも

に、収蔵車両の詳細調査を行い鉄道記念物等の価値評価などに繋げる。 

 

 （６）連携活動 

ア 行政や近隣住民･商店街等と連携し、地域イベントや催事などに積極的に参画、協

力を行い、地域活性に貢献することで京都における当館のプレゼンス向上を目指

す。 

イ 他施設や万博に関する地域施策への展示協力やイベント協力、講演会等の実施・

講師の派遣などにより、当館の魅力露出を狙うほか、観光拠点としての役割を果

たすべく、観光ニーズに則した催事等を周辺施設と連携して実施する。 

 

（７）研鑽 

ア 博物館運営にかかるマネジメント力やリスク対応力の向上に努める。 

イ 各人が設定したテーマに基づく調査研究を着実に行い、成果発表を実施する。 

 

２ 交通文化遺産調査及び交通資料の収集・保存（交通資料調査センター） 

   事務局の「交通資料調査センター」においては、交通文化の継承と資料の散逸を防

ぎ、その結果としての豊かな文化の創造のため、引き続き交通に関わる文化遺産や資

料の保存・活用に関わる活動を進めていく。また、資料管理システム登録データやこ

れまでに作成したデジタルデータの再確認とメンテナンスを実施し、より適切な資料

データ管理を推進する。 

なお、必要に応じて行政庁への手続きを実施し、公益法人として推奨される自主事

業を中心とした事業体系の確立を目指す。 

  

（１）交通文化遺産調査 

   日本各地に残された交通に関する文化遺産及びその候補について、その来歴や諸元、 

現在の状況等を調査し、その調査結果を記録として保存するとともに、事物の保存 

に関する提言などを実施することにより、各事物の保存・活用を図る。また、各地 

の保存団体や学会、自治体など他団体との連携・協力や依頼による調査活動を展開 

する。 

ア 自動車・航空・船舶・鉄道等の交通に関わる歴史資料の調査を実施する。 

イ 文化的価値が認められる交通に関わる施設等の事物の現地調査を実施し、現状の

記録保存や必要に応じて保存のための提言等を実施する。 

ウ 上記ア・イに関わる調査にあたって外部機関との連携・協働に努めるとともに、
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調査協力や資料協力により、交通文化遺産やその保存意義の周知を図る。 

  

（２）交通資料の収集、保存、活用 

    交通に関わる書籍や歴史的資料について、寄贈受け入れや購入を通じた収集、整理、

整備を行う。また、収集・保存した資料の一部を、デジタルアーカイブや閲覧受け

入れ、外部への貸出し等を通じて公開し、収集・保存・活用を一連で進めることに

より歴史資料の後世への継承を図る。 

ア 寄贈の受け入れ、購入により所蔵資料の拡大を図り、資料の散逸防止に努める。

特に寄贈については、資料の滅失・散逸を防ぐ有効な手段と位置付け、web サイ

トでの寄贈の呼びかけを継続する。また、今後も安定して資料を受け入れるため、

資料保管スペースの確保・整備を実施する。 

イ 写真資料、絵葉書、乗車券、文書類を中心に所蔵資料の整理・登録作業を進める

とともに、必要に応じて修復作業を実施したうえで、資料の特性にあわせた方法

で保存を行う。 

ウ 資料のデジタル化について継続的に進めるとともに、過去に作成したデジタルデ

ータのうち最初期のデータについて、現在の機材による高解像度での再デジタル

化等を実施する。 

エ 資料管理システムの稼動より一定年数が経過しているため、登録済み全データの

確認作業を順次行うとともに必要なメンテナンスを実施する。 

オ 図書及び冊子型の時刻表の閲覧の受け入れの実施や、外部団体の企画・調査・研

究等への資料協力等を行うことで所蔵資料の活用を図る。 

カ 交通資料調査センターが所蔵する資料の一部をデジタルアーカイブ「交通文化振

興財団デジタル資料館」を通じて公開するとともに、掲載資料の追加等を実施す

る。また、操作性の向上のためのメンテナンスについて検討を行う。 

 

 （３）講座、セミナーの実施 

交通の歴史や文化、資料の保存をテーマとした講座や、見学会などのセミナーにつ 

いて、他団体との協力連携や web配信をとり入れながら実施する。 

 

Ⅱ 財団の運営に関わる事項 

 

 １ 組織運営及び業務推進 

（１）公益法人としての立場や役割を認識し、法令、社会規範、定款、内部規程等に則っ 

た自主・自律に基づく組織運営に努めるとともに、コンプライアンスに徹した適切な 

業務の推進を行う。 

（２）職場におけるハラスメントは、労働者の個人としての尊厳を不当に傷つける社会的

に許されない行為であるとの方針に基づき防止の取り組みを徹底するとともに、全て

の従業員が相互に尊重・理解しあうことにより、ハラスメントを「しない・させない・

みのがさない」職場環境を維持する。 

  （３）公益法人関係法令の改正による新たな制度に対応すべく必要な準備、事務処理を進 

める。 
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２ 寄附金等を活用した運営基盤の充実 

（１） 財団の運営基盤の強化および交通資料調査センターによる公益事業の活性化を図 

るため、ホームページ等を通じた寄附金募集活動の継続を中心に展開し、積極的な寄 

附の獲得に努める。また、必要に応じて助成財団等への助成金の申請と受入れを行う。 

（２） 継続寄附（マンスリーサポート）を利用して継続的な活動支援者の確保を図り、安 

定した事業運営に努める。 

（３） 効果的な寄付金募集活動を展開するため、寄付月間等の外部の寄附キャンペーンと 

連動した慫慂活動を実施する。 

  

３ 関連事業 

 財団の健全な発展と財政基盤の確立を図るため、適切な運営に努める。 

 

   


